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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乎術所見：腹腔内には黄色透明の腹水が1200cc貯溜

　　　　　　．　　　緒　　雷　　　　　　　　　　　　し，横行結腸に細畏い癌腫瘤を諏め，これによるイレ

　乳癌は血行性に遺隔転移を来しやすい疾患の一つと　　　ウスと判明した。しかし癌性腹膜炎と肝移転を伴つて

されているが，腸管へ転移を生じ，胃腸症状を訴えて　　　いたので，圓腸結腸吻合と腫瘤の試験切除のみを施行

再発することは極めて稀である。我々は最近乳癌根治　　　した。術後欧イレウス症状もとれ正5日1三i退院した。

手術後，畏年月を経たのち，腸管に転移を生じ剛陽疲　　　　組織学的撰見：リンパ節il云移の組織像（塀爽2）は，

状をもつて再発した2例を経験したので報蕾する。　　　軽度に闘質線維の増生する間に異形の藩しい，やや小

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　型の癌細胞が索状に発育して，リソパ節の殆んど全体

　　　　　　　　　症例　　　　を蔵換している。横行結腸の腫瘤の組織像（零翼3）
　症例1　田つち○え，59才，女性，　　　　　　　　　でほ，癌が漿膿面に発育しやや大きい蜂藁を形成する

　家族歴：両親が脳出血にて死izl。夫が胃癌にて死　　所もみられるが、細胞の形状，間質の状況｝涌1備と全

亡。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く岡じで1乳癌に由来した硬癌性の未分化癌と噂えら

　既往歴i：48才の時イレウスにて某病院で腸切除術を　　　れるo

受けた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　症例2　竹Oい○子，G9才，女性，

　主訴：腹部の鈍癌及び下痢。　　　　　　　　　　　　尿族歴：畏女が胃癌に罹患した以外に特記すべぎこ

　現病歴；1959年右乳腺の澱瘤に気づき乳癌として某　　　とはない。

病院にて根治手術を受け，その後経過良好であつた。　　　　既住歴；26才の時妊娠腎，左憩性化膿性乳腺炎，霜

ig62年8月頃より腹部の鈍痛及び下痢が現われ，9月　　　湿性胸膜炎に罹患，3・1才の時左子宮附羅器炎に罹患し

には全身倦怠，るいそう等が著明となつたので，9月　　　た。

15日メL田外科へ入院した。　　　　　　　　　　主訴：粘血便及び腹部膨満感。

　入院時所見：体格小，栄養不良，顔貌やや苦悶状，　　　　現病歴：工952年7月左乳腺に示指頭大の腫瘤がある

眼瞼結膜に貧血を認め，右胸部に乳癌の手術創廠痕を　　　のに気づいたが，放蹟していたところ次第に増大して

認める。腹部所見として鵬部に手拳大で横に長い境堺　　　鶏卵大となつたので，1953年7月左乳癌として丸田外

鮮鋭，表面凹凸不平の硬い唖瘤を触知した。一方右皿ti　　科で根治手術を受け，その後経過良好であつた。とこ

の鎖骨上窩及び腋窩に示指頭大から栂指頭大の表颪凹　　　うが11fP後の1964年】月宋より，粘血便を排出し，糞

凸不平の硬い腫瘤を数コ触れた。　　　　　　　　　　　柱も細くなり，腹部膨満感，食欲不振，るいそう，全

　検査成績：赤血球364万，血色素78％（ザーリー・），　　身俗怠，めまい等も現われて来たので，1964年3月G

白血球3500，血沈1時間値16man，尿には異常所見を認　　　目丸田外科へ入院した。

めないが，糞便の潜血反応（＋）である。X線検査所　　　　入院時所見：体格中等度，栄養不良，顔面蒼白で眼

見では，胃・十二指腸に異常なく，横行結腸に陰影欠　　瞼結膜は貧血性，底胸部に乳癌の手術創搬痕を認め

損を認め（写真1），これに一致して腫瘤を触れた。　　　る。左鎖骨上窩に示指頭大で，移動性のない硬い腫瘤

入院後の経過・乳癌のリソパ節転移及び横行結腸癌　を触れ，腹部は全伽こ膨隆し，鼓腸を認め，右悸肋部

の疑いとして，1962年9月20日まずリソパ節転移の廓　　　に圧痛のある腫瘤を触れたが，他には腫瘤は触れな

清を行なつた。ところが術後5日目頃より腹痛，腹部　　　い。

膨満感及び腰痛が現われ，8日目イレウス症状が現わ　　　検査成績1赤血球394万，血色素72％（ザーリー），

れたので開腹した。　　　　　　　　　　　　　　　　ヘマトクリット33％，自血球4900，尿には異常所見を
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認めないが，糞便は時に．粘液及び新鮮血．を混じてい

た。血清螢白は5．6Y／deで低値を示し，肝機能検査　　　　　　　　　　　　考　　按

では総コレステロ・・一ル21071〃／認，A1フオスフアター一　　　一般ta　1］・L癌の術後ll1発は，鎮骨上窩，腋窩，前胸部

ゼ42k，u．とやや高値を示す以外は正常。注腸バリウ　　　等の局脈肖発が最も多く，その他全身の殆んどすべて

ム透視では，S字状結腸に陰影欠l／Fiを認め（写真4），　　の臓器に遠隔li憂、移を来すD鬼鳳①は乳癌患者2K｝例の

直腸鏡検査で｝ll門より12cmの部に狭窄なlr忍めたt，　　　　術後lil発及び11－i移にっいて検討し，乎術側の局所llj：発

　以上の所兇より，乳癌の鎖骨上窩リソパ節極種及び　　　が59％で，そのうち鎖骨上窩力～最も争く，前胸部，腋

S字状結腸癌と診断した。　　　　　　　　　　　　　　　窩，頸lllの順で，鎖骨一ド窩は少’／［itいと述べ，反対側で

　入院後の経過：入院後も便秘，腹Ill膨満，蜘】駅肇腸　　　も鎖骨．1二窩が多く，次いで腋窩，乳房，無部の順で，

狭窄症状が著明で，沈腸によらねぽ排便カミなかつたc　　　遠隔転移で1よ，肺と骨の転移が1櫨，1、tl’く，次いで胸

　3月9Fl左鎖骨上窩リソパ節の刎出術施行，腫瘤ほ　　　膜、縦隔（胸骨縁thf　irむ）の順であつノ1二と報告1てい

示指頭大で硬く，総頸動脈に接しヤ剛II襯織と輯く癒　　る、，藤森②は乳癌根7網竃術後の再発は，1“」所よりも遠

蒲していた。S字状結腸の｝1囲i禦こ鮒しても乎術を行な　　　隔臓暑1÷に転毛多す履，傾向があり，肺，肝，骨に高率に1｝、｝

う予定であつたが，4月14日右癌性jl（kj膜炎を併発し，　　　こると述べているが，胃腸管転移例1こついては述べて

∫fi1．性の胸水の貯溜が暫るしく（駒「‘5），呼吸困難も　　　いなし、。

増強し5月19日死亡した。　　　　　　　　　　　　　　　　剖検例に：据けそβ濾隔転移は，毅1の如く骨，肺，

　剖検所見言　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肝，胸膜に多く見られるが，腸管転移は1・［二1鮫的少な

　1．腹膜癌症　　　　　　　　　　　　　　　く，Sproul⑤は18％に，　Abmms①は14．4％に認め

2・胸膜獅　　　　　　　　　ているがINV・1the・①は2．7％に認・㌧ているに過ぎ
3．転秒臓面右卵巣，剛敷びS字状糸棚，　ず，Wnrr・・ら軌栓くこれを認めていない。しか1，

腸lr　l膜リンパ節，肺（ヨ三として胸膜”ド）　　　　　　　　　Gralla111ら，⑦は闇腹乎flll∫或いはlj検にょって確かめ得

腹腔には灘絶，透明のjllt水60°・・を渤I　S宇状　燗L癌75例中25例剛11贈1購捺獅冴1．癌の胃腸管

結腸は殆んど銀にわたり内腔力弍1糠状態となり小腸　1軸、kそ漁踊でないと述べてし、る。

及び周囲組織と癒蒲し，癌性腹膜炎を趨し，特に肝の

表面及びこれに接する横隔膜の転移が著朋で，そのた

蹴騨は鵬して撚，、夏となつている．欄腔内セ・　劇　乳編順伽雌1糠溜

は黄色透明の胸水10〔）（）CCを貯溜し，胸膜の査．面に媒糧

大～小豆大で一部癒合性の灰白色の硬い結節が無数に

存在し，癌性胸膜炎の像を黒していた。左胸腔にも淡

黄色，透明の胸水20〔｝CCを認め，横隔面に著明な転移

巣を認めた。

　組織学的所見：11年有llに切除した左乳腺の原発種揚

は，小葉癌（写雍6）で，腺様構造は明らかでなく，

一部で周囲組織内へ浸潤発育し，リソパ管を侵す所見

もみられる。今隅易11出した左鎖骨上窩のリソパ節転移

（写真7）は，細胞の共型性儲前潜に比べてかなり強

くなつており，醤しい反応性増殖を示す閥質の中に，

癌細胞が発育している∫りf見が見られる。S字状結腸

（写真8）においても，癌細胞が間質，リンパ瞥内を

広く浸潤発育しt粘膜から漿膜に至る腸llの金層を等

しく侵しており，その異型性は原発種揚に較べて強く

なつているが，形状の似ている点から，乳癌の腸管転

移と推定さ2zる。

　以上の所見より本例は乳癌がS字状結1陽，及び慮

腸，胸膜，肝，卵巣，1］凱】膜リンパ節等全身に広汎な

転移を来した症例であることが判明したQ
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　写真2
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写真　3

写真4
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写真　7

写真　8
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　本邦に於ては森ら⑧は悪性腫瘍の剖検例719例の臓　　　　　　　　　　　　文　　献

器転移について検討し，乳癌13例中小腸転移2例，結　　　①鬼塚恵一郎：日本医放会誌・21：634・昭36

腸転移ユ例を報告し，林⑨は全身に広汎な転移を来し　　②藤森正雄：日本臨床・20：11・209〔lt　1962

た乳癌で，胃，剛易1盲腸，下行細購に転移を認め　③Spr。tll・藤森正雄：1≡1本臨床，20：1・1，　P2094・東

たユ例を報告している。　　　　　　　　　　　　　　　京・ユ962より引用　　　④Abranls・H・L，　et　al・：

　このように剖検例における胃腸管転移の頻度は，報　　　Cancer，3：74・1950　　C5）Walther・H・E・・：

告者によつてかなりの相違がみられるが一舟隻的には少　　Krebsm就astasen・P473，　Basel・1948

ないものである。　　、　　　　　　　　　　　　　　　⑥Warren，　S・，　et　aL：Surg．，　Gynec、＆Obst．，

　我々の症例で乳癌が腸管に転移を生じた1蚤路につい　　57：81，1933　⑦Grahami　W・P・P　et　aL：Aエlil，

て検討してみると，症例2では，」血し行性に転移を来し　　Surg．，159；3，477，1964　⑧森亘，等；癌の臨，

やすい骨，肺，肝実質等に1訳転移がみら2／ず，胸膜肝　　　9：7，351，1963　　⑨1木武彦1日医大誌，18；5，

表面，腹膜等に転移が認められたことから，乳癌がま　　513，1951　　⑩Bacon・H・E・・et　aL：Cutle「，

ず所属リンパ節転移を生じtついでこれが胸膿に達　　　M・：Turnor　of　the　Breast・P142，1）hiladelphia

し，更に腹膜に及んで癌性腹膜炎窃生じ，播種状に腸　　　and　Montrea1・1962より引用　　　⑪G6gl，　H・，　e七

管へ転移を生じだものと推測される。た野し症例1は　　 aL：Kaufma具n’s　Lehrbuch　d¢r　spe幻eUen　Pa一

剖検を行なつていないので詳刮llは不朔であるが，癌性　　　thologischen　Anatomie，1［／2・395，1958

腹膜炎を伴つていた点及び横行結腸の転移は星穫膜画よ

り発菅していゐ点から考えて，本例の横行紬腸帳移も　　　　　　　　　　　ABSTRACT

癌性腹嘆炎から生じたものと推測される。　　　　　　　　　1t　is　well　lcnown　that　carcinema　of　the

　いずれにしても乳疵が術後胃腸症状をもつて再発す　　　breast　frequently　develops　distant　metastasis・

ることは稀であつて，著毒らの痙例も臨床的には横行　　　However・「netastasis　to　the　intestinal　tract

結腸癌或いはS字状結腸癌と診断され，一時は重複癌　　　frQm　carcinoma　of　the　breast　with　gastro－in一

と考えられたものである。Baconら⑩も薩腸癌を思　　　testinal　symPtoms　is　not　so　common・

わせた乳癌の直腸転移の2例を報告し，かかる転移の　　　　He「e　we　reported　2　cases　with　metastasis

あることを警告している。　　　　　　　　　　　　　to　the　intestinal　tract・One　of　theln　was　59

　またG6glら⑪によれば局所的に1：k治癒と考えら　　years　old　female　whQ　had　metastasis　to　the

れる症例でも，数年乃至10数年の潜伏期を経て他臓器　　t「ansverse　colon　with　abdominal　pain　and　dia－・

に癌の再発することがあると述べているが，我々の症　　　「「hoea　3　yea「s　afte「mastectomy’

例1は乳癌根治手術3年後に横行結腸に，症例2は根　　　　The°the「was　69　yea「s　old　female　who

治手術11年後にS字状結腸に再発したものである。　　　　had　metastasis　to　the　sigmoid　colon　with　con－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　stipation，　meteorism　and　melena　l　l　years

　　　　　　　　　　結語　　　　after　tadical　operation．
　著者らは最近乳癌の陽管転移の2例を経験したの

で，これら症例について考察を加えて報告した。

　（剖検及び組織学的所見について御教示を頂いた中

央検査部丸山講師ならびに第二病理学教室田口学士に

深謝する。）


